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ヒーレスシューズで速い歩行をすると血中乳酸濃度、ノルアドレナリン濃度が増加、
下腿血流量が減少した。
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男子大学生６名を対象として、踵とつま先部分がカッ
トされたヒーレスシューズによる歩行が血流量と血中代
謝物質に及ぼす影響を通常のランニングシューズ歩行と
比較検討しました。トレッドミル上を、60、80、100、
120m/min�のスピードで10分間づつ歩行を行なわせ、
心拍数、歩数、歩幅、下腿血流量、血中乳酸、血漿アド
レナリンとノルアドレナリン濃度を測定しました。その
結果、普通のスピード（80m/min）でのヒーレスシュー
ズ歩行はランニングシューズ歩行に比べ下腿血流量が増
加し、速いスピード（120m/min）でのヒーレスシュー
ズ歩行では血中乳酸濃度の増加、ノルアドレナリン濃度
の増加、および下腿血流量の減少が認められました。つ
まり、速い歩行スピードにおいては、交感神経活動の亢
進によりグリコーゲン分解の増大と下腿血流量の減少が
引き起こされたことが示唆されます。
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